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日経平均株価は、８月１日に３万 3,476円まで上昇したものの、日銀のＹＣＣの運用柔軟化と米国

債格下げの影響から日米金利の上昇が嫌気され、８月３日に３万 2,159円まで下落した。上旬はその

後、方向感のない展開が続いたが、中旬に入ると米金融引締め継続懸念や中国景気の先行き不透明感

からさらに下落し、８月 18日には３万 1,450円と３万 1,500円を下回った。下旬は、中国人民銀行の

追加利下げ発表から市場心理が改善し、８月 24日に３万 2,287円まで上昇した。８月 25日に米金融

引き締め政策の長期化懸念から、一旦３万 1,624円まで下落したものの、ジャクソンホール会議での

パウエル議長の講演が想定ほどタカ派的ではなかったことから反発した。日経平均株価は月末にかけ

て値を戻し、３万 2,619円で終えた。８月はこのように日経平均株価が推移する中、事業法人、海外

投資家が買い越す一方で、個人、信託銀行が売り越した。 

 

 

 

海外投資家 個人 証券会社 投資信託 事業法人 生保・損保 都銀・地銀等 信託銀行
日経平均株価
（円）

202306 8,768 -6,809 -473 -3,996 2,319 -182 -556 -2,620 33,189.04

202307 7,389 5,160 15 -3,411 2,609 376 -242 -17,326 33,172.22

202308 2,964 -7,468 -403 1,251 8,694 53 22 -4,598 32,619.34
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次

単位：億円
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2023年８月投資部門別売買動向 
～海外投資家は５カ月連続で買い越しも 

７月と比較して小規模に～ 
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図表１ 主な投資部門別売買動向と日経平均株価の推移 

（注）現物は東証・名証の二市場、先物は日経 225先物、日経 225mini、TOPIX先物、ミニ TOPIX先物、
JPX日経 400先物の合計 
（資料）ニッセイ基礎研DBから作成 
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2023 年８月（７月 31 日～９月１日）の投資部門別の売買動向をみると、事業法人が現物と先物の

合計で 8,694億円の買い越しと、最大の買い越し部門であった。 

特に、８月第３週（８月 14 日～18 日）は 3,240 億円の買い越しとなった。８月第３週は、米金融

引締め政策長期化懸念や中国景気減速懸念を受け、日経平均株価は 1,000円を超えて下落しており、

自社株買いが買いの中心である事業法人が、自社の株価が割安になったタイミングで積極的に買った

可能性がある。2023年４～８月の自社株買い設定金額（ＴＯＰＩＸ構成銘柄）は約５兆円と、昨年度

の 5.6兆円は下回っているものの、過去５年平均の 3.9兆円は大幅に上回っている。自社株買いの機

運は引き続き高いこともあり、事業法人による買いは今後も継続することが予想される。 

 

 

  

 

 

 

 海外投資家は、現物と先物の合計で 2,964億円の買い越しと、５カ月連続の買い越しも７月と比べ

て大幅に減少した。週間では、８月第３週（８月 14 日～18 日）は 8,355 億円の売り越し、８月第５

週（８月 28日～９月１日）は 9,747億円の買い越しと、週によって売買動向が変化した。８月は主に

米国金融引締め政策と中国経済に対する見方が注目されており、海外投資家も、外部環境に合わせて

売買していた様子である。米著名投資家による日本株推奨等日本独自の材料をきっかけとした４、５

月の買いと比較すると、月を通じては買い越しは継続しているものの、外部環境の影響が再び強まっ

ていることが確認できる。 

 

 

 

（注）事業法人の現物と先物の合計、週次 
（資料）ニッセイ基礎研DBから作成 

図表２ 事業法人の買いが増加 
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一方で、個人は、現物と先物の合計で 7,468億円の売り越しと、８月最大の売り越し部門であった。

週間では、８月第３週（８月 14日～18日）は 5,321億円買い越すも、８月第５週（８月 28日～９月

１日）は、１兆 1,687億円とそれ以上に売り越した。第３週は日経平均株価の下落幅が、第５週は日

経平均株価の上昇幅がそれぞれ 1,000円を超えており、個人の「逆張り」投資は健在だったといえよ

う。 
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お願い）本誌記載のデータは各種の情報源から入手・加工したものであり、その正確性と安全性を保
証するものではありません。また、本誌は情報提供が目的であり、記載の意見や予測は、いかな
る契約の締結や解約を勧誘するものではありません。 

図表３ 海外投資家は５カ月連続の買い越し 

（注）海外投資家の現物と先物、週次 
（資料）ニッセイ基礎研DBから作成 

図表４ 個人は８月第５週に大幅売り越し 

（注）個人の現物と先物の合計、週次 
（資料）ニッセイ基礎研DBから作成 


